
                                                                    

（令和６年１１月２９日発表） 

                

静岡市内での結核集団感染の発生 

◆ 内 容

など 

１．概 要 

・令和６年 10 月下旬、市内在住の２０代男性（学生）が、市内医療機関を受診した

ところ、肺結核と診断されました。 

・当該初発患者の方の症状が重く感染性が高いことから、接触のあった関係者を対象

に、接触者健康診断を実施しました。 

・その結果、11 月 26 日までに感染者 24 名が確認されたことから、「結核集団感

染事例※」として、厚生労働省へ報告しました。 

・感染者 24 名の方には、今後、医療機関を受診し、発病の有無を確認させていただ

くため、現時点で当該初発患者の方以外の発病者は確認できていません。 

・当該初発患者の方は、現在、入院加療中で他者に感染させる恐れはありません。 

 

※ 結核集団感染の定義（厚生労働省） 

同一の感染源が、２家族以上にまたがり、20 人以上に結核を感染させた場合をいい、

発病者１人を６人の感染者に相当するとして感染者数を計算する。（初発患者含めない） 

 

２．経 過 

令和６年 10 月中旬 当該初発患者の方が市内医療機関を受診 

令和６年 10 月下旬 市内医療機関を受診・発病を確認 

令和６年 10 月下旬 市内医療機関へ勧告入院（現在も入院中） 

令和６年 11 月上旬 接触者健康診断を実施（市保健所で採血、検査機関で検査）し、 

検査結果を確認 

令和６年 11 月下旬            〃 

 

３．接触者健康診断の状況（令和６年 11 月 29 日現在）       （人） 

区分 対象者 受診者 

 

未受診者 結 果 

発病者(※) 感染者 異常なし 再検査 

学校 63 62 — 21 41 0 1 

アルバイト先等 29 27 — 3 23 1 2 

合計 92 89 — 24 64 1 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の対応 

・現在、市と医療機関で受診調整を行っております。感染者 24 名の方には、12 月 

下旬までに受診するよう順次、伝えており、必要に応じ、勧告入院や服薬支援等を 

行います。 

・接触者 92 名のうち、未受診者３名と再検査１名の方は、12 月中に接触者健康診

断を実施します。 

報道資料 



別紙資料  ○有 （『結核』についての説明資料）・ 無     

 

 

 

 

・検査結果が「異常なし(陰性)」の方のうち、当該初発患者との接触時期が遅い方（９

月以降に接触）には、令和７年１月頃、再度、接触者健康診断を実施します。 

・感染者が多数発生していることから、接触者の対象範囲を拡大し、接触者健康診断

を実施します。 

 

５．市民の皆様へのお願い 

・結核の初期症状は、風邪に似ていますが、痰のからむ咳、微熱、倦怠感等が２週間

以上続く場合は、早めに医療機関を受診してください。 

・結核の早期発見、早期治療につなげるため、年に１回、胸部レントゲン検査を受け、

必要に応じて精密検査を受けてください。 

・結核を予防するには、予防接種（BCG）があります。乳幼児が結核に感染すると、

重症化しやすいため、生後１歳未満のできるだけ早い時期に予防接種を受けてくだ

さい。 

 

６．報道機関の皆様へのお願い 

今回の情報提供は、結核に対する注意喚起を目的としています。当該初発患者の方

の個人情報等は、プライバシー保護や結核患者が差別・偏見の対象とならないよう公

表しません。報道機関の皆様にあっても十分なご配慮をお願いします。 

 

７．参 考 

（１）静岡市の結核患者及び集団感染事例の発生状況 

年 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

静 

岡 

市 

新規登録患者

（人） 
169 117 112 121 104 102 105 85 70 69 

集団感染事例

（件） 
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

※新登録患者数：新たに結核患者として登録された者の数 

 

（２）結核の情報を掲載しているホームページ 

・静岡市ホームページ 

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s2371/s003383.html 

・厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou

/kekkaku-kansenshou03/index.html 

 

【問合せ】 

静岡市保健所 感染症対策課（葵区城東町） 

担当 白鳥、前島、杉浦 

電話 ０５４－２４９－３１７２ 

http://#
http://#


 

『結核』について 

 

結核とは 

・結核は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）」で、

二類感染症（※）に分類されています。 

（※）二類感染症 

感染力及び罹患した場合の重篤性等に基づく総合的な観点からみた危険性が高い感染症

で、患者及び一部の疑いのある患者について入院等が必要な感染症のこと。 

・結核は、結核菌が体内に入り起こる感染症（空気感染）で、結核菌が増殖し、免疫力が

低下することで発病します。 

・初期症状は風邪と似ており、せき、痰、発熱などの症状が長く続くことが特徴で、病気

が進行すると喀血（血を吐く）、呼吸困難に陥ることもあります。 

・治療方法としては、抗結核薬を服用することで、発病の抑制、発病後の症状改善が期待

できます。 

 

「感染」と「発病」の違い 

・「感染」は結核菌が体内に入っていますが、結核菌に対する免疫力が発病を抑えている

状態で、感染の段階では結核菌を人にうつすことはありません。 

・「発病」は結核菌が体内に入り、結核菌を免疫力で抑えることができず、胸部レントゲ

ン検査などで所見や症状が出たりする状態です。 

・結核は、感染してから２年以内に発病することが多く、発病者の約 60％の方が１年以

内に発病します。 

・感染した方のうち、約 10％～20％の方が発病すると言われています。 

・感染しても、数十年後に発病することもあり、一生発病しない方もいます。 

 

市民の皆様へのお願い 

・結核の初期症状は、風邪に似ていますが、痰のからむ咳、微熱、倦怠感等が２週間以上

続く場合は、早めに医療機関を受診してください。 

・結核の早期発見、早期治療につなげるため、年に１回、胸部レントゲン検査を受け、必

要に応じて精密検査を受けてください。 

・結核を予防するには、予防接種（BCG）があります。乳幼児が結核に感染すると、重

症化しやすいため、生後１歳未満のできるだけ早い時期に予防接種を受けてください。 

 

別別 紙 


